
 
「生きもの調査」とパルシステムの産直戦略 

パルシステム生活協同組合連合会 

産直事業部 野村和夫 

はじめに 

生きもの観察は、田んぼの交流で、参加者が生きものと親しむ手法として、以前からおこなわれてき

ています。草取り交流でのカエルやザリガニ、トンボ獲りなど、そしてホタルの鑑賞など、子供たちが

参加して自然におこなわれていたのではないでしょうか。パルシステムで意識的に取組にとしては、01
年に JA ささかみで、生きもの観察会が実施されています。02 年からは、本格的に交流に組込みました。 

農薬を減らして米づくりをお願いし、必然的に、生物達の復活が見られ、そのことを実感として感じ

る取組みをしたいというのが始まりでした。特に、有機栽培圃場では、着実に絶滅危惧種の復活があり、

大人も子供も、メダカやトンボ（ヤゴ）、カエルばかりでなく、タガメ、タイコウチ、ゲンゴロウなど、

その生きものの多様性に心から感動することができるのではないでしょうか。 

パルシステムが生きもの調査をはじめた経緯と「生きもの調査」を中心にして米の産直取組みの現状

をご報告します。 

１． 02 年から開始された「生きもの観察」 
「生きもの観察」の目的は、以下のように位置付けられました。 

① 環境保全型農業推進の一環として、農法の違いによる生物相の違いをデータ化する。 

② 農業及び自然体験として、生態系の中での農業を知る。 

・ 02 年度７産地で「生きもの観察」実施 
・ 02 年度（03 年 3 月）に「首都圏田んぼ祭り」開催。 
・ しかし、企画としての「生きもの観察」は、現場では「単なる虫取り」に終始し、交流のソフトと

しての定着にまで至らなかった。 

２． 田んぼ交流の拡大…生きもの観察の停滞にも関わらず、田んぼの交流は拡大。 

・ 田植えと稲刈りに加えて草取りが標準的取り組みに。 
・ 田んぼの交流を実施していない生協はない状況に、さらに複数の産地との田んぼの交流を実施する

生協も。 

３． 04 年 12 月新農業委員会フィールドワーク「生きもの調査」in 宮城・・・転換点 

・ 岩渕成紀氏「生きもの調査の意義とその展開」 
・ 稲葉光圀氏「自然の循環機能を活かした有機稲作」 
・ 粟生田忠雄氏「冬期湛水によるカドミ吸収抑制と地耐力調査」 
・ 蕪栗沼、３万羽の雁飛び立ち及び冬期湛水田の視察 
※ 岩渕・稲葉両氏の話と実践は大きな衝撃を与えました。 
①イトミミズ・ユスリカを指標として、田んぼの生態系を評価する手法。 
②田んぼを中心とした生態系の総合的捉え方。 
③有機栽培の実践的可能性。 
※ 「生きもの調査」としての再構築へ 

４． 05 年以降の生きもの調査への取組み強化 
…「生きもの調査プロジェクト」（05 年）⇒「NPO 生物多様性農業支援センター」（08 年）への参加 

・ パルシステムとしての生きもの調査及び生物多様性農法の普及を進める。 
・ 生産者側の自主的主体的取り組みの表面化（ささかみ、庄内）。産地の内在的な動因。 
・ 05･06 年「生きもの調査シンポジュウム」･･･生物多様性として課題の浮上。 
・ 06 年豊岡市コウノトリの放鳥 
・ 06 年日韓生きもの調査交流（韓国）･･･国際的連帯課題の端緒。 
・ 07 年日韓生きもの調査交流（栃木） 
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・ 08 年日韓生きもの調査交流（新潟） 
・ 08 年佐渡トキの放鳥 
・ 08 年ラムサール条約締約国会議（韓国）・・・「水田決議」日韓共同政府提案 
・ 09 年日韓生きもの調査交流（韓国） 
・ 10 年生物多様性条約締約国会議（名古屋） 

５． 生きもの調査の実績 

(1) ２００８年度会員生協「生きもの調査実績」 

 
会員生協名 生きもの調査実績 

パルシステム神

奈川ゆめコープ 

・5 月 31 日（土） みどりの 講師：ＪＡみどりの＆生産者 参加者 31 名（子

ども 12 名） 

・7 月 5 日（土） みどりの 講師：ＪＡみどりの＆生産者 参加者 13 名（子

ども 6 名） 

・8 月 17 日（日） 小田原 講師：林鷹央 田んぼの学校初級・中級  参加

人数 51 名（子ども 16 名） スタッフ 2 名＋講師 生きもの 57 種類確認 

パルシステム東

京 

・7 月 5 日 幽学の里 草取りで生きもの調査 72 名参加   

パルシステム千

葉 

・5 月 11 日 子ども米作り体験（田植え）田んぼの生きもの調査 22 名参加  

・7 月 5 日 旭市幽学の里 田んぼの草取り 生きもの観察会 21 名参加   

・8 月 2 日～3 日 緑耕舎 子ども米作り講座合宿 3 名参加         

・8 月 9 日 秋田南部圏キャンプにて田んぼの生きもの調査 12 名参加    

・9 月 21 日（日） 子ども米作り講座（稲刈） 生きもの観察と調査 6 名 

パルシステム茨

城 

・6 月 22 日 ＪＡつくば市谷田部 草取りで生きもの調査 94 名参加     

・7 月 12 日 米沢郷牧場 交流にて生きもの観察会 15 名参加 

コープやまなし ・7 月 25～27 大潟村ファームステイにて、ファームステイ参加の子供 9 名で田

んぼの生き物観察実施。 

・8 月 24 日 高根町（トラスト大豆畑）にて組合員参加のカメムシ観察実施 18

名参加。 

生協ドゥコープ ・6 月 14 日 南埼玉産直ネットワーク田んぼ交流 草取りで生き物観察 116

名参加 

ユーアイコープ ・5 月 山形庄内開催予定が中止 

パルシステム群

馬 

・6 月 25 日 大潟村産地研修 生きもの調査 職員 2 名   

・7 月 23 日 日本の稲作公開確認会へ参加          

・7 月 29 日 倉渕 生きもの観察会 12 名参加  25 種類確認 

・7 月 30 日 高崎 生きもの観察会 26 名参加  13 種類確認 

・8 月 1 日 日韓生きもの調査交流会参加                 

パルシステム福

島 

・いわきの有機栽培農家と交流。生きもの調査も生産者が中心に実施。１２～

１３家族が継続した交流。０９年度も継続。 

 
(2) パルシステム全体の取組み 

① 「日本の稲作を守る会公開確認会」7 月 23.24 日・・・【別紙参照】 

監査人講習会（中級）生きもの調査編 

② 「日韓生きもの調査交流」（新潟県・JA ささかみ）8 月 2.3 日 

◇06 年韓国で第 1 回を開催し、以来、日韓の生産者と生協関係者、環境保護団体が参加して開催。

NPO 生物多様性農業支援センターが中心となって実行委員会が主催。◇今年は、JA ささかみが受

け入れ団体となり、3 日には JA ささかみの恒例の「ゆうきの里農業者大会」と合同開催となりま

した。 

◇参加は、パルシステム会員生協、連合会、新潟総合生協、コープ自然派、生活クラブ、日生協な

ど日本の生協関係者。産地では、JA ささかみ、庄内協同ファーム、JA こまち、JA 山形おきたま、



 
謙信の郷、ちば緑耕舎、大潟村コガムシの会、JA あきた北、山形おきたま産直センターなど生産

者、その他では新潟大学、ラムサール COP10 日本ネット、日本野鳥の会などです。 

◇韓国からは、ⅰcoop 生協連合会・ハンサルリム生協・韓国女性民友会・及び関連生産者・COP10
韓国ネットなど約 30 名が参加されました。日韓合わせて約 130 名になります。 

◇2 日午前中生きもの調査は、JA ささかみの石塚美津夫氏の田んぼ（5 ヶ所）を対象に、ラインセ

ンサス調査・ランダム調査（指導は岩渕成紀氏）及び草花調査（指導は農村工学研究所嶺田拓也氏）

を実施しました。午後は、民間型直接支払（原耕造氏）・生きもの調査の意義（岩渕成紀氏）の講

演と 2 つのグループに分かれて日韓で意見交換会を実施しました。 

◇3 日は、ゆうきの郷農業者大会と合同で開催されました。記念講演「東アジアの水田農業と第 10
回ラムサール条約『水田決議』に向けて」呉地正行（日本ラムネット共同代表）と生きもの調査の

現状についてのパネルディスカッション（岩渕氏コーディネート）が行われました。NPO ささか

みの粟生田氏（新潟大学）からささかみでの展開、権美玉（ⅰcoop 生協連合会理事）韓国での生

きもの調査の展開が報告されました。 

６． ふーど米（有機栽培米）１０００㌧計画 

◆「ふーど米研究会」設置（06 年 12 月：生産者消

費者協議会米部会の下に設置） 
・ 生消協米部会の次年度の課題として生物多様性

を活かした有機稲作技術を研究・確立を生産者

間交流、研修などを通して行い、地域全体への

取組みに広げ持続的なものとし、結果としてパ

ルシステムのふーど米拡大にも対応を目的とし

た研究会活動を行う。 

① 生消協に参加する米生産者組織に呼びかける。 
② 自主的参加の研究会とする。 
③ 各組織からの参加は営農指導部署、生産者部

会など実質的に生産に近い人の参加を中心と

する。 

◆ 活動内容について 
① 現状の栽培技術、有機ＪＡＳ認証の現状を検証し、問題点、課題を共有化し整理する。 
② 生物多様性を活用する農法技術研究を研修と生産者間交流を通して行い、技術確立を目指す。 
③ 生きもの調査についても営農としても手法を学び実施し、生協組合員と共に推進していく。 
④ ふーど米の産地の生産促進、パルシステムの供給促進へ協力を行う。 
⑤ 研究会の開催は年３回（作付け前、中間、収穫後）程度とする。 

◆検討課題 
① 育苗管理―プール、中～成苗つくり、植付本数、坪株数等。 
② 雑草・肥料管理―合鴨と併用、生きもの管理-微生物藻類植物とイトミミズ等の原生生物による、

発酵肥料活用（米ヌカ・大豆粕等） 
③ 水管理―水田内ビオトープ、湛水管理方法（ふゆみず、秋代掻ふゆみず、はるみず、深水） 

3 年間でふーど米販売 1000 ㌧（09 年産米）を目標に、生産基盤の確立を目指して、組織された。

ふーど米は作ったはいいが売れない、予約はとったが、米がないというわけにはいかない。 

７． 予約登録米の拡大  

【予約登録米】・・・安定した生産と消費の組織化 ⇒ 環境保全型農業のサポート 
・ 田植期の４月３回～５月４回（７週間）に予約を取り、10 月から供給する。 
・ 原則としてふーど（有機栽培・一部無農薬無化学肥料含む）・エコチャレンジ（特別栽培）・減農

薬栽培。 
・ 平成 5 年の冷夏による米パニックを契機に開始。 
・ 現在 9 銘柄とふーど米及び発芽玄米。月に１回のお届けで、通常精米・無洗米を配達回単位に選

択して登録していただく。 
・ 08 年産の予約登録は前年比 126％で伸張。 

ふーど米販売量（単位トン）精米
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09 年度の予約登録米の方針 
◇「１００万人の食づくり」運動を背景にした「予

約米キャンペーン」 
…配達時や電話かけによる登録呼びかけ。 

◇ お試し企画 
① ４月１回「予約米お試しセット 450ｇ(約 3
合)×3 銘柄＋エコ・発芽玄米（120ｇ×1）」 
・ セット内容：新潟こしひかり、青森つがる

ロマン、山形ササニシキ、発芽玄米（予約米

限定品） 
・ 価格：770 円（734 円） 
② ４月３回「予約米お試しセット 450ｇ(約 3
合)×3 銘柄 
・ セット内容：秋田あきたこまち、ふーどの宮城ひとめぼれ、北海道ほしのゆめ。 
・ 価格：680 円（648 円） 

◇ 450g お試しサンプル（青森つがるロマンの予定）5 千～1 万袋程度準備する。 
◇ 2009 年産予約米登録者には、2009 年の秋に、産直米カレンダーを再びプレゼント。 

８． まとめ 

予約登録米は、08 年度産の登録で大幅に伸張しました。08 年 11 月月間で 16 万点、概算で 14 万 5
千人（登録後ある程度の目減りがある）の組合員が登録していただきました。08 年産米で想定される販

売量は約１万㌧に達しようとしています。予約登録米の大幅な伸張については、会員生協職員を中心と

する「予約米キャペーン」が大きな役割を果たしています。世界的な食料需給の逼迫に対する危機感も

背景となっています。 

産直米の価値を有機や特別栽培による安全・安心の領域から、多用な生物を育む環境保全型の農業へ

の共感に転換する取組みが「生きもの調査」です。 

生協が実践している生産者と消費者の交流は、他のセクターには到底及びもつかない規模であること

が想像できます。田んぼの交流も、田植・草取り・稲刈りなどが消費者の農業体験として実践されてい

ます。田んぼの価値をしっかりと消費者の感性に刻み、生物達と共生する稲作が、地球の環境を守って

いることを認識して、自覚的に消費する組合員の共感が、ふーど米や予約登録米に現れると考えていま

す。その発展的手法として「生きもの調査」の役割は非常に有効であると考えます。 

2006 年に成立した「有機農業推進法」に基づく有機農業推進計画が進行していますが、地域によっ

てはその実践の一環として「生きもの調査」が位置付けられています。JAS 有機認証が動き出して、し

かし、有機農業に対する理解と支援が欠落した状況で、国産の有機農産物の生産は横ばい状況です。全

国で有機認証を取得したお米は約１万㌧にすぎません。生産者は、作っても必要な付加価値を認めて販

売するルートがないままに、格下げして販売を余儀なくされているのが現状です。この点でも生協が果

たすべき役割は大変重要なのではないでしょうか。 

また、2010 年には生物多様性条約締約国会議が名古屋で開催されます。環境問題への取組みは社会

的加速されていくと思われます。木を植え、エコバックを推奨し、CO2 の削減に取組み、テレビでは競

うように環境問題への取組みの企業 CM が流れます。生協の組合員の願いを生活防衛に切り縮めてはい

けません。生活者としての内在的な、「公益」への志向を生協という組織がしっかりと受止められるよ

うになることが産直の課題と考えています。 
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■事前監査としての
田んぼの生きもの調査（杉山農場）

ミヤマアカネが歓迎してくれた

田んぼの水は、名水・尚仁沢から



無農薬・有機栽培米白鷺の恵
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民作研 認証センター

統一ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ名

「白鷺の恵」

(有機の、みそ・しょう
ゆ・納豆・豆腐・うど
ん ・パンなどの、ブラン
ド 化を計画)‏

平成20年 「上三川町有機農業推進協議会」 発足
（モデルタウンづくりと、特別栽培・有機への取り組み）

平成２０年度に、

「ＮＰＯ法人民間稲作研究所
有機農業技術支援センター」
の創設を予定。



●ラインセンサス調査
田んぼに一列に並び、一人３～４株の幅を担当して、
すべての生きものを捕獲する。

●ランダム調査
あぜを歩き、田んぼ周辺の
生きものを捕獲する。

●基礎調査●棲息調査●カエル調査
●イトミミズ、ユスリカ調査



►43種の生きものが確認できた。
岩渕成紀先生
(NPO田んぼ)‏

ミズカマキリ、ゲンゴロウなど



●草花調査 あぜを歩きながら、すべての植物を採集。



►56種の草花が確認できた。

嶺田拓也先生
(農村工学研究所)‏

イヌタデ、カモジグサ、ハコベなど。



書類監査
ほ場台帳、申請書
など、各種書類を
確認。



■公開確認会
パルシステムグループ40名、他産地関係者29名など、86名が参加

関連書籍やDVDなどの販売も



●生きもの調査の報告

田んぼの生きものコーナー



●監査人所見

●生産者から



田んぼに入ってみよう!
田んぼの役
割を、から
だで感じて

ラムサール
条約の水田
決議。

ご飯を味わ
って食べよ
う。

タガメの卵



コドラート調査:個体数（万個体/10a）

調査対象種
有機米ぬか農法
（万個体/10a）

慣行農法
（万個体/10a

）

イトミミズ 280.6 14.3

ユスリカ 451.3 76.3

土堀くん調査（万個体/10a）

調査対象種
有機米ぬか農法
（万個体/10a）

慣行農法
（万個体/10a)

イトミミズ 1412.5 ―

ユスリカ 337.5 ―

天敵となる生物調査

対象種
有機米ぬか農法 慣行農法

トノサマガエル 35 5

マユタテアカネ 15 5

フクログモ 15 1

＊カエル、トンボ、クモ等、天敵に関する各調査は、田
んぼの生きもの調査ガイドＨ１８年版に従った。

生きもの調査の事例



生きもの調査の事例



生きもの調査の事例
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